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平成16年度予算の内訳　　　支出総額145億3,300万円�

水道料金を主な収入とし、水道水をつくったり各家庭に送る施設を維持管理�
するために必要な経費を中心とした営業活動の収支です。　�
                       （単位:百万円）�

資本的収支� 老朽化した水道施設を整備したり新たに水道施設をつくるための事業費を�
中心とした収益的収支以外の収支です。　　�
                   （単位:百万円）�

収益的収支�

損益勘定留保資金等�
2,534

配水管�
の整備�
801

　　　　建設改�
　　　良に要�
　　する�
　経費�
2,228

事務費等�
510

企業債償還金�
1,598

その他237

企業債�
770

工事�
負担金�
120

そ
の
他
7
7

不足額�
2,513

収入�
1,384

支　出�
3,894

収　　入�
11,029

支　　出�
11,029

黒字171

水道のご使用者の皆様から�
支払っていただくお金です。�

新しく水道を申し込まれ�
たり、口径を大きくした�
りするときにメーターの�
口径に応じていただくお�
金です。�

水をつくり各家庭に送る�
ための経費や水道メー�
ターの検針、料金を収納�
するための費用です。�

阪神水道企業団や県営水道から�
水道水を買うための費用です。�

水道の施設をつく�
るために借りたお�
金（企業債）の利�
息の返済です。�

水道の施設には寿命があ�
り、年々その価値が減少し�
ていくので、施設の寿命の�
年数に応じて１年ずつその�
価値が減少する分を費用化�
したものです。�

経費のうちお金の支出�
を伴わない減価償却費�
などです。�

当年度消費税資�
本的収支調整額�

　　　　    61

水道を布設する�
ための費用です。�

水道の施設をつくるた�
めに借りたお金の元金�
の返済です。�

水道の施設を�
つくるために�
借りるお金です。�

水道管を布設する費用�
のうち負担金としてい�
ただくお金です。�

その他 296 分担金
　47

5

その他499

維持管理経費�
4,554

水購入費�
3,072

企業債償還金利息�
989

損益勘定留保資金等�
2,534

配水管�
の整備�
800

浄水・配水�
施設の整備�
467

浄水・配水�
施設の整備�
467

　　　　�
　　　建設改良�
　　に要する�
　経費�
1,777

事務費等�
510

企業債償還金�
1,598

その他182

企業債�
770

工事�
負担金�
120

そ
の
他
7
2

不足額�
2,595

収入�
962

支　出�
3,557

収　　入�
11,147

支　　出�
10,976

黒字171

減価償却費等�
2,065

減価償却費等�
2,065

水　道　料　金�
10,173

水　道　料　金�
10,173

分担金
　47

5

その他499

維持管理経費�
4,554

水購入費�
3,072

企業債償還金利息�
989

水道の施設を新しくするための�
費用です。�

平
成
１６
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
が
３
月
市
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
、
１
４
５
億
３
３
０
０

万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
５
億
８
０
０
万
円
少
な
い
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
１１
月
に
平
成
１６
年
度
か
ら
平
成
１８
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
新
財
政
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
年

度
の
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
・
施
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
問
合
わ
せ
は
水
道
局
財
務
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３

２
・
２
２
１
１
）
へ
。

現
行
の
水
道
料
金

を
維
持

平
成
１６
年
度
か
ら
平
成
１８
年

度
ま
で
の
新
財
政
計
画
は
、
現

行
の
水
道
料
金
を
維
持
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
策
定
し
ま
し

た
が
、
水
需
要
の
拡
大
が
望
め

な
い
状
況
の
も
と
で
、
今
後
の

水
道
料
金
収
入
の
大
幅
な
伸
び

は
期
待
で
き
な
い
な
ど
、
水
道

事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
水
道
施
設
の
整

備
や
改
良
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
先
送
り
す
る
な
ど
、

施
設
の
安
全
な
運
用
に
必
要
な

最
小
限
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
、
安
全
な
水
を

安
定
し
て
お
届
け
す
る
た
め
に
、

今
後
も
業
務
の
委
託
化
や
事
務

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
経
費

の
節
減
を
図
る
な
ど
効
率
的
な

事
業
運
営
を
進
め
、
一
層
の
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

営
業
活
動
の
内
訳

平
成
１６
年
度
予
算
は
、
新
財

政
計
画
に
基
づ
い
て
編
成
し
ま

し
た
。

こ
の
予
算
の
内
容
は
、
左
の

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の

経
常
経
費
の
予
算
（
収
益
的
収

支
）
で
は
、
水
道
料
金
な
ど
の

収
入
を
１
１
１
億
４
７
０
０
万

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
に
対
す
る
支
出

は
、
１
０
９
億
７
６
０
０
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
支
出
の

主
な
も
の
は
、
水
を
つ
く
り
各

家
庭
に
送
る
た
め
の
経
費
や
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
や
料
金
を

収
納
す
る
た
め
の
経
費
な
ど
の

維
持
管
理
経
費
、
阪
神
水
道
企

業
団
と
兵
庫
県
営
水
道
か
ら
の

水
購
入
費
、
施
設
の
減
価
償
却

費
、
企
業
債
（
借
入
金
）
の
支

払
利
息
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
と
支
出
の
差
額
１
億
７

１
０
０
万
円
の
黒
字
は
、
剰
余

金
と
し
て
、
将
来
の
支
出
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
翌
年
度
へ

繰
越
す
予
定
で
す
。

高
度
浄
水
処
理
の

実
証
・
実
験
に
着
手

次
に
水
道
施
設
を
整
備
・
改

良
す
る
た
め
の
予
算
（
資
本
的

収
支
）
は
、
支
出
を
３５
億
５
７

０
０
万
円
と
予
定
し
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
浄
・
配

水
施
設
の
整
備
事
業
で
は
、
地

震
等
緊
急
時
の
給
水
拠
点
確
保

の
た
め
、
丸
山
浄
水
場
の
配
水

池
に
緊
急
遮
断
弁
を
設
置
す
る

ほ
か
、
鯨
池
浄
水
場
整
備
工
事

な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

配
水
管
の
整
備
事
業
と
し
て
は
、

引
き
続
き
市
内
の
配
水
管
の
耐

震
化
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
鯨
池
浄
水
場
で
高
度
浄

水
処
理
の
実
証
・
実
験
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
、
平

成
１６
年
４
月
か
ら
の
水
質
基
準

の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
臭
気

物
質
や
塩
素
消
毒
に
よ
る
副
生

成
物
等
が
水
質
基
準
項
目
に
追

加
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
西
宮

市
の
水
質
に
適
し
た
処
理
方
式

や
維
持
管
理
な
ど
を
検
証
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

実
験
期
間
は
約
２
年
間
で
、

カ
ビ
臭
物
質
の
除
去
、
ト
リ
ハ

ロ
メ
タ
ン
の
低
減
な
ど
の
処
理

能
力
と
運
転
管
理
上
の
デ
ー
タ
、

施
設
設
計
上
の
様
々
な
デ
ー
タ

の
収
集
を
行
い
ま
す
。
実
験
プ

ラ
ン
ト
は
、
１
日
あ
た
り
の
処

理
水
量
が
約
１０
立
方
メ
ー
ト
ル

の
規
模
の
も
の
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

そ
の
他
に
企
業
債（
借
入
金
）

の
元
金
の
償
還
金
や
水
源
確
保

の
た
め
の
負
担
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
財
源
と
し

て
、
企
業
債
（
借
入
金
）
や
工

事
負
担
金
な
ど
で
９
億
６
２
０

０
万
円
を
充
て
ま
す
が
、
不
足

分
２５
億
９
５
０
０
万
円
に
つ
い

て
は
、
現
金
の
支
出
を
伴
わ
な

い
減
価
償
却
費
な
ど
の
自
己
資

金
で
補
て
ん
す
る
予
定
で
す
。

水
道
局
は
、
今
後
と
も
効
率

的
な
事
業
運
営
に
努
め
、
市
民

の
皆
様
に
安
心
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
る
安
全
な
水
を
安
定
的

に
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
を

洗
濯
等
へ

昭
和
６３
年
以
前
に
水
道
を

設
置
さ
れ
た
ご
家
庭
で
は
、

給
水
管
の
一
部
に
鉛
管
が
使

わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

微
量
の
鉛
が
溶
け
出
し
て
い

る
こ
と
が

考
え
ら
れ

ま
す
。

朝
一
番

や
、
日
中

留
守
に
し

た
日
の
夕

方
、
旅
行

な
ど
で
長

い
間
、
家

を
留
守
に

し
て
い
た
場
合
は
、
水
道
水

中
の
鉛
濃
度
が
高
く
な
っ
た

り
、
ま
た
、
消
毒
用
の
塩
素

が
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
使
い
始
め
の

バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
（
１０
リ
ッ

ト
ル
程
度
）の
水
は
、ト
イ
レ

（
１
回
の
使
用
で
８
〜
１０
リ

ッ
ト
ル
使
用
）や
洗
濯
等
、飲

用
や
調
理
用
以
外
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
ま
で
の
調

査
結
果
で
は
、
通
常
の
使
用

状
態
で
は
、
消
毒
用
塩
素
は

適
量
で
あ
り
、
鉛
濃
度
も
水

質
基
準
以
下
と
な
っ
て
い
ま

す
。鉛

製
給
水
管
の

取
替
に
ご
協
力
を

水
道
局
で
は
、
配
水
管
の

修
理
や
取
り
替
え
時
に
道
路

部
分
の
鉛
製
給
水
管
を
他
の

材
質
の
も
の
に
取
り
替
え
て

い
ま
す
。

皆
様
も
鉛
製
給
水
管
を
使

用
し
て
い
る
宅
地
で
、
新
築

や
増
改
築
を
行
う
場
合
に
は
、

給
水
管
の
取
り
替
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

鉛
製
給
水
管
に
つ
い
て
の

問
合
わ
せ
は
水
道
局
給
水
装

置
課
（
０
７
９
８
・
３
２
・

２
２
２
９
）
へ
。

（０７９８）３２－２２１０

（０７９８）４７－４０８１

（０７９７）６１－１７０３

（０７９８）３２－２２２２

（０７８）９０４－２４８１

業 務 課

鳴尾出張所

北部出張所

工 事 課

北部水道事業所
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平成１６年
（２００４年）

経経
営営
基基
盤盤
のの
強強
化化
とと

よよ
りり
効効
率率
的的
なな
経経
営営
をを
促促
進進

平
成
１６
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
の
概
要

朝一番の水は
飲み水以外に

� 水 道 の ご 用 は


